
(５) 本時の指導過程

段 評価計画

学習活動 生徒の活動 □指導上の留意点 規 方 法

階 ＊資料・準備物など 準

課 １学習内容の確認 (１)前時までの学習を振り返 □題材の学習における本時の位置づけとねら

題 り，本時の学習内容を理 いを提示し，授業に対する心構えをもたせ

把 解する。 る。

握

２ 目指せ！野菜料理のマエストロ

分

課 ２野菜の調理 (２)野菜の調理の課題を把握 □短時間で簡単にでき，調理上の性質に関す

題 し，調理実習の流れを確 る気付きを促すための野菜料理を事前に検

追 認する。 討しておく。

求 □一班５～６人の班編制とし，班毎に野菜料

理をつくることを伝える。25
分 料 理 名 ／ 作 り 方 地 域 食 材 □主体的に実習に取り組めるよう，調理の方

「 」たっぷり野菜の豚しゃぶ ・まいたけ(大和町) 法や留意点をまとめた ミッションカード

＊ミッションカードサラダ ・しいたけ 大和町 を班毎に配布する。（ ）

①野菜を洗い，食べやす ・もやし (富谷町) □地域の食文化への関心を高めるために，調

い大きさにちぎる。 理実習には地域の特産である食材を取り入

②耐熱皿の上に食材を重 れる。また，技術分野の栽培で学習してい

ねてのせ，ラップをか る「もやし」も取り入れ，野菜への親しみ

ける。 をもたせる。

③電子レンジで加熱。 □安全，衛生などの実習上の約束を確認し，

徹底させる。

(３)ミッションカードをもと □ミッションカードを活用し，生徒同士が話 ① □観察

に，班毎に調理実習を行 し合いながら作業を進め，学び合いが深め

う。 られるよう見守る。

□野菜の調理上の性質に関する気付きと，野

菜料理への親しみをもたせることを目的と気 づ く
するため，包丁を使わずに簡単な調理をさ

せる。

３既習事項の確認 (４)野菜の特徴を理解する。 □電子レンジで加熱している時間を使い，既

習事項である野菜の栄養や旬について再度

取り上げることで知識の定着を図る。

□地域の食材を紹介しながら，地産地消の意

味やメリットについても触れる。

課 ４試食 (５)試食をする。 □班毎に感想などを話しながら，自由な雰囲

題 気で試食させる。

解

決 ５野菜の調理上の (６)野菜の調理上の性質を理 □一日に摂取したい野菜の量を実感できるよ ② □観察

性質の確認 解する。 う 豚しゃぶサラダの分量は３群１００ｇ 発表13 ， ，

分 ４群４００ｇとなるようにしておく。加熱

前と加熱後の実物を示し比較させることに

より，野菜は加熱することでかさが減り，考 え る
多くの量でも摂取しやすくなることに気付

かせる。

学習シートま ６本時のまとめ (７)本時のまとめをする。 □本時の活動を振り返らせ，野菜料理の実践 ① □

と への意欲をもたせる。 ②＊学習シート

め

(８)次時の予告を聞く。 □次時は「我が家の野菜料理 決定戦」10 No.1
分 を行うことを伝える。野菜の調理の知識・

理解を深めるために，各家庭で様々な野菜

の調理法や調理例，特徴，調理上の性質に築 く
ついて調査活動をしてくるよう話す。

＊学習シート

７後片付け (９)後片付けをする。 □班長を中心に協力して後片付けができるよ

う声掛けをする。


